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研究成果の概要（和文）：　本研究では、咬合接触状態を変化させたときの歩行、姿勢や動作の評価を、身体各
部に設置したマーカーの動きを解析することで行った。その結果、スプリントやマウスガードに付与する咬合接
触状態により、スポーツ時のパフォーマンスが変化することを明らかにした。
　さらに、身体姿勢測定・解析システムの構築を行った。このシステムを用いて下顎位の偏位が全身の姿勢維持
に及ぼす影響を検討し、適切な咬合を付与することの重要性を示した。

研究成果の概要（英文）：   In this study, we analyzed the walking, posture, and motion on the 
condition that the occlusal contact condition was changed by analyzing the motion of a marker. The 
results of this study made it clear that the condition of the occlusal contact added to the splint 
or the mouthguard influenced the sports performance.
   Additionally, we built the posture measurement and analyzing system, and investigated the 
influence of deviation of mandibular position to the posture maintaining. The results suggested the 
importance of adding adequate occlusion.

研究分野：歯科補綴学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　全身の姿勢と下顎位に応じた咬合支持の改善が、スポーツ時の身体運動能力やパフォーマンスの向上に影響を
及ぼし、生体本来の身体能力を十分に発揮してQOLの維持と健康寿命の延長に有益であるというエビデンスを明
らかにするとともに、咬合改善の重要性を示すことができた。
　本研究では、身体姿勢測定・解析システムの構築を行った。このシステムを用いて、今後も咬合が全身の姿勢
に及ぼす影響を検討し、評価することが可能となった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（１）体位や頭位が下顎位に影響を及ぼし、咬合接触関係を変化させることが報告されている
1,2)。スポーツ時にも体位の変化が生じるため下顎の変位が生じるが、咬合支持の喪失など咬合
接触が大きく変化した際に各種筋力や運動能力が変化することは報告されているものの 3)、そ
の詳細は明らかではない。 
 
（２）目的とする運動を最も効果的に行うために、僅かな下顎位の変化をどのように評価する
かを検討した報告は極めて少ない。運動時の姿勢が下顎位、咬合接触関係を変化させることか
ら、各種運動時の姿勢に応じた咬合の設定を行う必要があり、咬合の適正化により身体運動能
力を有意に改善できる可能性がある。 
 
（３）高齢者においては、加齢にともない身体能力が低下すると正常の姿勢維持が困難になる。
歩行などに障害が出ると要介護から寝たきりになる確率が高くなり、QOL は著しく低下する。
いずれの生活段階においても各生活段階の姿勢に応じた下顎位の設定を行い、高齢者でも安全
に運動が行えるよう咬合機能を検討することは、高齢者が激増する今後の日本にとって健康寿
命を考えていくうえで極めて有益である。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究の目的は、全身の姿勢と下顎位に応じた咬合支持の改善が、スポーツ時の身体運
動能力やパフォーマンスの向上に影響を及ぼし、生体本来の身体能力を十分に発揮して QOL の
維持と健康寿命の延長に有益であるというエビデンスを明らかにし、咬合改善の方法のガイド
ラインを作成することである。 
 
（２）各姿勢に応じた咬合機能や咬合支持の評価に関する咬合改善方法のガイドラインを作成
して、スポーツ時の身体運動能力、さらには全身の姿勢維持に寄与できることが明らかになれ
ば、歯科的な介入がスポーツのパフォーマンスや、高齢者の歩行をはじめとした運動など、多
くの国民の QOL 向上に大きく貢献できると考えられる。 
 
（３）本研究で身体姿勢測定・解析システムの構築を行い、これを用いて下顎位の偏位が全身
の姿勢維持に及ぼす影響を検討する。 
 
３．研究の方法 
（１）はじめに、咬合と姿勢とスポーツ時のパフォーマンスとの関連を検証するため、下顎位
を偏位させたスプリントを製作し、各スプリントを装着した状態で、歩行や階段昇降の動作分
析を行った。さらに、スプリントとマウスガードを製作し、咬合状態を変化させてバットのス
イングや投球時の運動動作分析を行った。 
 
（２）身体姿勢測定・解析システムの構築を行い、足踏みなどの動的条件のもとで、身体姿勢
と同時に足圧と重心動揺の経時的測定と解析が可能なシステムを構築した。これを用いて下顎
位の偏位が全身の姿勢維持に及ぼす影響を検討した。 
 
（３）被験者は、個性正常咬合を有し、顎口腔系に機能異常を認めない健常有歯顎者とした。
正面身体姿勢の測定点は、頭頂、眉間、左右瞳孔、左右耳介中央、鼻下点、オトガイ、鎖骨頭
中点、左右肩峰、臍、左右腸骨棘、左右手首、左右膝、左右足首、以上の２０か所である。 
 
（４）被験者には、前方をまっすぐ向いて楽に立って、下顎安静位をとらせ、身体姿勢、足圧、
重心動揺の測定を行った。その後、３０秒間、毎秒３回の頻度で膝を高く上げた足踏みを行っ
た後、同様に測定を行った。次いで５分間の休憩の後、左右方向はランダムに、被験者の上顎
に５mm 側方偏心位を保持するアンテリアジグを装着して、側方偏心位で軽く咬合した状態と、
さらに足踏みを行った後の測定を行った。今回は上記の４条件間で、正面姿勢の重力線に対す
る左右瞳孔間線角度と左右肩峰間線角度、右側足圧バランス、重心動揺総軌跡長に関して比較
検討した。統計解析は、それぞれ４条件間で一元配置分散分析を行った。 
（日本歯科大学新潟生命歯学部倫理審査委員会承認許可番号：ECNG-H-173） 
 
４．研究成果 
（１）下顎位を偏位させたスプリントを製作し、歩行や階段昇降の動作分析を行った結果、身
体各部に設置したマーカーの動きを解析することにより、歩行や姿勢、動作の評価を行うこと
が出来ることが明らかとなった。さらに、スプリントとマウスガードを製作し、咬合状態を変
化させてバットのスイングや投球時の運動動作分析を行った結果、スプリントとマウスガード
に付与する咬合状態が、バットのスイングや投球に影響することが示唆された。 
 
 
 



（２）正面姿勢の測定結果は、側方偏心位で足踏み後の条件で、他の３条件と比較して、左右
瞳孔間線と左右肩峰間線で側方偏心位をとった方向へ著明な傾斜を示した（図１、図２）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図１ 瞳孔間線右方傾斜            図２ 肩峰間線右方傾斜 
 
（３）足圧の測定結果は、側方偏心位で足踏み後の条件で、他の３条件と比較して、下顎側方
偏心位をとった方向の足圧が増大した（図３）。重心動揺総軌跡長の結果においても、側方偏心
位で足踏み後の条件で、他の３条件と比較して増大した（図４）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ 右側足圧バランス            図４ 重心動揺軌跡長  
 
 
（４）身体姿勢測定・解析システムを用いて下顎位の偏位が全身の姿勢維持に及ぼす影響を検
討した結果、正面姿勢の左右瞳孔間線角度と左右肩峰間線角度、足圧バランス、重心動揺総軌
跡長のいずれも、下顎の偏位により有意に影響を受けることが明らかになった。このことから、
適切な咬合を付与することの重要性が示唆され、咬合はスポーツ時の身体運動能力や全身の姿
勢維持に影響を与えることが考えられ、歯科的な介入がスポーツのパフォーマンスや、高齢者
の歩行をはじめとした運動など、多くの国民の QOL 向上に大きく貢献できると考えられる。 
 
（５）本研究では、身体姿勢測定・解析システムの構築を行った。このシステムを用いて、今
後も咬合が全身の姿勢に及ぼす影響を検討し、一定の基準で評価することが可能となった。 
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